



























































 ②と③の問題については、筆者が関わった 3 回の量的調査の結果を分析することで主た
る検討を行った。各調査の概要は次のとおりである。 
  
(A)大学生調査 〔調査時期〕2005 年 1月 〔対象者〕大学生 130 名 〔調査方法〕集
合調査 
(B)豊島区調査 〔調査時期〕2005 年 3 月 〔対象者〕東京都豊島区在住の 20 歳以上
39 歳以下の男女 1000 名 〔調査方法〕郵送調査 〔抽出法〕選挙
人名簿をもとに 2 段無作為抽出 〔有効回答数〕191 〔有効回収
率〕20.6% 
(C)首都圏調査 〔調査時期〕2010 年 9月～10 月 〔対象者〕東京都新宿駅を中心とす
る 40km 圏に居住する 15歳以上 69歳以下の男女 4000 名 〔調査方
法〕郵送調査 〔抽出法〕住民基本台帳をもとに2段無作為抽出 〔有










































    従属変数 
    健康不安 健康行動 
独立変数 
脱物質主義 なし ＋ 
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